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相手へのあたたかいメッセージ 

校長 山田 晴康 

 校庭に大型扇風機型のミストファンを設置する日も少なくなり、確実に秋が近づいていること

を感じる今日この頃です。子供たちが一つ一つの行事、そして学習・生活にじっくり取り組むこ

とができる「充実の秋」となるように、教職員一同、協力して子供たちを支えてまいります。保

護者、地域の皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、今月２７日朝の時間に、全学級で SST（ソーシャル・スキル・トレーニング）を行いま

した。今回のテーマは「あいづち」でした。相手とのコミュニケーションにおいて、相手の言葉

に耳を傾け、受け止めることはとても重要なことです。その際、自分が受け止めていることを相

手に伝えるためには、「あいづち」などの反応を示すことも大切なポイントとなります。 

 では少し当日の様子を紹介します。３年生は話のテーマを「今一番がんばっていること」とし 

て活動を行っていました。隣の友達と向かい合い、夢中になって話し始めます。前回の SST で学 

んだ「うめラいス」も思い出しながら、友達の話を聞いています。特に今回 

「そうなんだあ」と言いながら、または大きな笑顔を向けながらなど、思い 

思いの受け止め方を通して、相手にあたたかいメッセージを送り続けていま 

した。安心して話す姿、そしてあたたかいあいづちで反応する姿など、互い 

に尊重し合う姿が、学級全体、教室中に「あたたかい空気、雰囲気」を創っ 

ており、見ていて、こちらも心地よさを実感しました。 

ぜひ、保護者、地域の皆様におかれましても、あたたかい子供たちへのメッセージを共に送り

続けていくことができますようによろしくお願いします。 

 

10 月行事予定    生活目標 みんなで使う物を大切にしよう 

全：全校朝会   読：読書活動    算・国：けやきタイム 

儀：儀式的行事  児：児童集会    音：音楽朝会   

SST：あたたかいかかわり 

 



 

汐見小学校ホームページ https://www.bunkyo-tky.ed.jp/shiomi-ps/ 

 

 

《なかよし班オリエンテーリングラリーについて》            特別活動担当 

 

 

《４年生 防災宿泊の思い出》                       ４年担任 

 ９月６日（金）から７日（土）にかけて、防災宿泊体験学習を行いました。大きな地震が発

生した想定で、避難を行った後、消防署と赤十字の方をお招きして、災害時に役立つ体験活動

を行いました。消防署の方からは消火器や AED の使い方、ロープの結び方を教わり、赤十字

の方からは毛布ガウンや新聞紙スリッパの作り方を教わりました。２つの体験を通して、「自

分の身を守ったり、周りの人を助けたりできるようになった。」「いざというときにできること

が増えた。」など、防災に対する気持ちが高まりました。 

夜は、避難所に泊まる想定で、教室で宿泊体験 

を行いました。初めての宿泊学習でしたが、一人 

一人が自分の役割を意識し、協力することで、宿 

泊をスムーズに行うことができました。協力する 

ことや、責任を持って役割を果たすことの大切さ 

を実感したことで、高学年に向けて、また一つ大 

きく成長することができました。 

 

《汐見表現の日について》                     学芸的行事委員会 

 

今年度の汐見表現の日は、１１月１５日（金）・１６日（土）に開催します。１５日（金）

は、児童鑑賞日とし、全校が体育館に集まって発表したり鑑賞したりします。１６日（土）

は、保護者鑑賞日とし、子供たちの学習の成果をご覧いただけるように計画しています。こ

の日は、多くの保護者の方に参観いただけるよう、またゆとりをもってご覧いただけるよう

に２学年での入れ替え制とし、人数制限は設けません。また、今年度は、全学年が学習発表

を行います。内容は、各学年で学習したことをプレゼンテーションや劇を通して発表しま

す。詳細のご案内やプログラムなどは今後、配布する予定です。あたたかい学校づくりにむ

向けて、一人一人が主体的に参加し、協力し合い認め合うことができるように指導していき

ます。ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２６日（木）の３，４校時に『なかよし班オリエンテーリン 

グラリー』が行われました。 

 今年度のなかよし班活動では、「あたたかい言葉があふれる時間」 

を心がけながら、高学年の児童中心に活動しています。 

当日は、１年生から６年生の全校児童がたてわり班で、協力しな 

がら、みんなでゲームを楽しんでいました。「がんばれ！」「どんま 

い」などの声が響き、学校中があたたかい雰囲気となりました。 

６年生を中心に振り返りを行い、どの児童も、次の活動への意欲 

を高めることができました。６年生は、全校児童が楽しめるよう、 

事前の準備を頑張っていました。汐見小学校のリーダーそのものでした。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.bunkyo-tky.ed.jp/shiomi-ps/

